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ICS　 Infection Control System　院内感染制御システム

本システムは細菌検査室における日常の検査・報告業務、ならびに集計等データ管
理業務などの迅速検査業務を支援するシステムをベースに疫学統計、看護データや
患者データなどを一元管理して感染症制御を実現することを目的としています。医
療施設をふくめて「全ての人を感染症から守る」をコンセプトに開発しました。

S. aureus MRSA　入院
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管理者画面より設定

• ログインユーザ認証

• ユーザレベルに応じたページ毎閲覧制限、ＥＸ
ＣＥＬ出力許可

• 詳細なログ機能による安心セキュリティ
（患者情報を表示するページではどの患者を
参照したか患者ＩＤをログ出力）

• 最新情報の告知、ファイルのダウンロード

▼細菌検査結果画面

▼菌名横のアイコンから該当する菌辞書を参照

▼「画像」ボタンより塗抹画像を
　ポップアップ

▼　トップ画面

▲患者検査履歴

▼体温表

ICS　 Infection Control System
　トップ・検査履歴・結果・ 体温表
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管理者画面より条件、期間を設定の上、エクスポートした統計結果

• ユーザーは統計参照トップページにてエクスポートされたデータのタイトル（期間、条件等）
を選択するだけの簡単な操作で統計結果を参照

• 左のメニューから参照したい画面を選択

• 各種リストの検体番号はすべて検体参照画面へリンク可能

• 各種リストの患者ＩＤはすべて患者検査履歴へリンク可能

▼薬剤感受性率

▼新規・継続患者リスト　

▼菌出現数

▼薬剤感受性スペクトル画面

▼　統計結果参照画面

▲患者別月内管理

ICS　 Infection Control System
　

疫学統計結果参照画面
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▼多剤耐性菌リスト

▼多剤耐性菌リスト条件設定画面

▼　統計処理トップページ

▲感受性スペクトル

ユーザー独自の設定にて統計処理

1. 期間変更・条件設定にて対象データを抽出

2. 院内感染対策に役立つ各種帳票、グラフ、レイア
ウト自在の菌出現数、薬剤感受性率、累積ＭＩＣ
率

3. 各種集計結果の件数（％）をクリックすると対象と
なっている検体を別ウィンドウにて一覧表示

4. 各種リストの検体番号はすべて検体参照画面へ
リンク可能

5. 各種リストの患者ＩＤはすべて患者検査履歴へリ
ンク可能

6. すべての帳票、グラフはＥＸＣＥＬ出力が可能

7. 管理者が予め設定した内容をデフォルト設定とし
てコピー可能

▼　期間変更・条件設定画面
　（重複検体を省く処理、詳細な絞込み条件が可能）

▼分離菌推移表

▼入外別検出レポート

ICS　 Infection Control System　疫学統計処理画面
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▼　菌出現数設定画面

▼画面表示での集計結果の件数から該当する検体のリストを
　別ウィンドウで表示

ユーザー独自のレイアウト設定

1. 菌出現数では行項目、列項目、改ページ項
目を薬剤感受性率と累積ＭＩＣでは薬剤部
分を除く行項目、改ページの各項目を
菌名、菌セット、病棟、診療科、入外、材料、
材料グループ、菌量、受付日（週）、受付日
（月）、受付日（年）から選択

2. 各項目の要素は「内容」ボタンを押すと表示
されます。
マスター参照項目はリストボックスから選択

3. 左側のタイトルリスより「選択」ボタンにて選
択されたレイアウトを元に「画面表示」「ＥＸＣ
ＥＬ出力」「グラフ」を実行

▼菌出現数画面表示

▼菌出現数グラフ画面

▼薬剤感受性率画面表示

▼累積ＭＩＣ率画面表示

▼薬剤感受性率グラフ画面

▲累積ＭＩＣ率グラフ画面

ICS　 Infection Control System　疫学統計画面

Copyright (C) 2009 STB Inc. All Rights Reserved.

http://www.stb.ne.jp/


6

▼　ラウンド管理画面トップ
患者のラウンドデータを管理

1. 患者を特定するための検索条件を指定して患者一
覧より患者を決定するか
患者IDを入力、もしくは注目患者から患者を選択し

て「患者決定」を押し患者を特定

2. 特定された患者のラウンドデータ一覧画面より日々
の看護データ（体温表、サーベイランスに必要な情
報）を登録

※基本的には電子カルテ、オーダーリングシステム
等、他システムより必要な情報を自動取得する
（別途オンライン費用が必要）

▼サーベイランストップ画面

▲リスクファクター登録画面

▼　特定された患者のラウンドデータ一覧画面
▼体温、投薬情報等のデータ登録画面

▲移動履歴登録画面

▲サーベイランス患者一覧画面

▼サーベイランス情報の参照＆更新画面

ラウンド管理画面からサーベイランス情報参照＆更新画面へリンク

サーベイランスはBSI, UTI, VAPとＳＳＩを対象とし

集計画面表示、グラフ出力が可能

ICS　 Infection Control System　ラウンド管理・サーベイランス画面

Copyright (C) 2009 STB Inc. All Rights Reserved.

http://www.stb.ne.jp/


7

ICS　 Infection Control System　サーベイランス・ E-learning・病棟マップ画面

▼BSI, UTI, VAP Iサーベイランスグラフ表示画面

▼リスクインデックス別SSI　グラフと一覧表示画面

▼eラーニングトップページ

▼eラーニング 試験問題ページ

▼SSIサーベイランスグラフ表示画面

▼eラーニング以前の問題と解答画面

ｅラーニングでは管理者画面より登録した試
験問題をユーザーへ公開し成績を管理する
ことが可能

▼病棟MAP画面
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▼管理者画面トップページ

▼閲覧ページ管理

▼ユーザー管理画面※ログインには管理者権限での認証が必要

▼アクセスログ画面

▼ダウンロード管理

▼ｅラーニング試験管理

▼ｅラーニング問題管理

ICS　 Infection Control System　管理画面

推奨ハードウェア仕様
Ｗｅｂサーバー： Windows Server 2003,　 Windows Server 2008　 メモリ　２ＧＢ以上
クライアントＰＣ： Windows 2000, XP,VISTA 　ブラウザ Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Explorer Version 6 , 7, 8
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